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Jaekson及 Wassell氏執 こ伐って畿表されlこ塵に依ると,此の物は水 に は強いが ドライク1)-
ニンダの都度加二I二し直さねばならぬよいふ事である｡歓洲ではMal･tius-yelow減似の無色の水
溶性諦導燈が祁欝使ほれてゐるn 北の防蝕敢料の歴如ま省く域及時代に遡り､妃代化拳着に依
って今榔 ま研究されつ あゝるO Edlanは最も良く却 られてゐる化合物であって Eu】annewは
最妃(1934年〕改良されたものだと云はれてゐるO此の種の防蝕卿は恐 らく他の何物よりも珊憩
Lに妃いであらうO之は被鹿輔繊維に剃 別封こ附着するもの 棟ゝで機械的のカや水洗或は膳肪潜






1ふ串が必要であるO此の好例は最近の特許 (U.'S.1,955,207) に示即 してゐるO即ち (lryト
sulphonicacidamideの或物が防蝕剤として非常に良いと云ふ串が判ったu'iL共､此の物は脂

































































番軌比の概念は確賓な茸槍的基在勤こ依ったもので串って Michaelis及 Goddard に依れば羊毛
を thioglycC)licacidのアルカ1)溶液で虚軸すると容易に溶液になるo此の場合 tlioglycolic
acid のアルカ1)溶液は単奄に射 して上武のUSH化食物と同様に働 く事が判ったO偽は両氏
は斯 くして得た尊奄溶液を､憾性にすると据び蛋白混合物を沈降するが此の沈降物は､も早や
単毛とは全 く興ったものであるO此の沈降 した葦毛蛋白凝肺臓の蛋白分解酵素である trypsin
は容易に約イヒするが普通q)単頚を滑化しないと云ふ東野な観察を行ったのであるO
比の併発は両氏が蝕害の･-方法を明にした鮎で防蝕問題に脚静した逓要な事柄である｡即ち
著 し曲の脇円分泌物叶･の thiol化合物が嚇下した尊屯を落元する恥 こ､此の thiol化合物を醸
化 して しまう様な薬剤で像め半奄を鹿部 してさへ置けば鍬 ま餓死するか.他に適薯な食物を探
すであらう｡thiourea誘導髄を防独創として利用する特許は極めて多いO此の種化合物に開し
て上記の研究磯鼓以前に特許出願があるのを見ると､経験的には確かに有数なのに連ひ無いO
要するに thiourea一化合物の涙腺機構は､ 其物の酸化還元作用に依る執 ま明かであるO そし











福 輯 後 記
防曲科挙研究qrも創立以凍満-J/年僻を姐へることとなつ1=O初代珊事長於井元興博士の組
長任期満了退官と共に理事長 も退職せ られ､代って硯組長域lH耕作博士が増車長に就任せ らる
こととなった.柳 ま又犀寄託官と岸田骨計課長の退官に代って､中村審記官が監制 二､人徒食
計課長が三E事に就任せ られた｡
串屯防曲に関する問題も最近著しく小股注目の的となったことは､図集上 同塵の割りであ
る､研究所の事業 も順調に進み､研究某帝の出版も左程遠 くはあるまいと息ふ(lLL附託)a
